




Developmental process and social background of a women's football club
– Club management of “INAC Kobe” in a case –
Jun TAKAFUJI
Abstract 
　In "INAC Kobe "of the women's football club which based on Kobe City, Hyogo in 2001 ten years before 
a women's football boom happened," it was local coherence was performed a wound department of by a 
concept. In 2005 of the wound department fifth year, I enter the Japanese women's football league Division 2. 
It was promoted to Division 1 in 2006, the following day and won many titles in the next ten years, and the 
player of much Nadeshiko Japan came, too.
　In this study, INAC Kobe club management examine women's football development and social 
background in the case that the Club's current problems to reveal, intended to suggest the prospects for 
further development in the future.
　Behind the bright glory of "INAC Kobe", it developed by practice of the club management based on a 
clear vision from the beginning of wound department steadily after many twists and turns, and, as a result 
of investigation, it was found that various present problems and prospects that I turned it after "Tokyo 
Olympics" in 2020 linked.
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172　　 女子サッカークラブの発展過程と社会的背景
　今シーズン（2017年）は、松田監督体制3年目を迎え、
6月30日現在、リーグ戦は1位の日テレ・ベレーザと勝
ち点3差で2位、カップ戦は予選リーグ4試合終了時点
で1位であり、3年連続の皇后杯を含め3冠を狙える位
置にいる。
　今シーズンはやはり世代交代を進める中でも中堅、
ベテラン選手の力も大きい。
　今シーズンをきっかけに、さらに2019年フランス
FIFA女子ワールドカップや2020年東京五輪のなでしこ
ジャパン強化につながるINACのサッカーを展開するこ
とが期待される。
５．おわりに
　これまでINACとなでしこリーグそれぞれの歴史的経
緯と社会的背景を検証したが、大きなポイントはなで
しこリーグが衰退期に入り、女子サッカー全体が危機
のタイミングでINACが設立されたことである。
　2017年シーズン現在、INACはJリーグクラブ以外の
なでしこリーグ所属クラブの中で唯一、運営法人が株
式会社のチームである。
　バブル経済が崩壊し、たくさんの企業がスポーツ（女
子サッカー）をリストラのしていくタイミングで設立し
3年後NPO法人に、さらに6年後の設立10年目には株式
会社としてクラブマネジメントされている。
　これらの判断やマネジメントは、やはり文会長の手
腕である。
　文会長とのインタビュー調査の中で印象的だったこ
とは、クラブマネジメントにおけるターニングポイント
や苦労話に対する回答に「女子サッカー界やなでしこ
リーグが厳しい状況だからこそ、女子サッカークラブ
の創設」「2008年のリーマンショックで会社が厳しい状
況だからこそ、NPO法人から株式に」といった社会的
背景において、逆境のタイミングに世間では行わない
ことを実践することが現在の成功の秘訣につながって
いると考えられる。
　また、INAC関連組織として、幼稚園から小学生を対
象にしたサッカースクール、若手育成の「INAC神戸レ
オンチーナ」「U-15」さらに、東京にスクール、レオネッ
サ、ジュニア、ジュニアユース、ユースを対象にした
「INAC多摩川」があり、これらのチームすべてが「INAC
ファミリー」としてのクラブである。
　2017年の全日本女子ユース（U-15）サッカー選手権
大会には、INAC神戸U-15は関西代表で、INAC多摩川
U-15が関東代表としてアベック出場する。
　他の「INACファミリー」の活動として、神戸で開催
されるトップチームのホームゲームにおいては、INAC
神戸レオンチーナの選手たちが運営補助員として活躍
する。逆にトップチームがアウェイの試合が関東で開
催されるときは、INAC多摩川U-15の選手たちが応援に
来る。このような活動は、東京都と兵庫県と活動場所
は離れていても同じ「INACファミリー」としての交流
活動の一環である。
　最後に、文会長の「現状の課題と今後の展望は、表
裏一体でありセットである」という言葉もクラブマネジ
メントにおける重要なキーワードである。サッカーの
戦術においても「攻撃と守備」表裏一体でセットであ
るが、現状の課題をクリアすることや成果をあげるこ
とが将来の展望とリンクしているということである。
　したがって2017年シーズンは、2019年フランスFIFA
女子ワールドカップや2020年東京五輪以降のビジョン
も見据えたクラブマネジメントが必要不可欠となる。
　たとえば、ホームゲームのスタジアムにおいても現
在は基本的にヴィッセル神戸（Jリーグ所属）が使用し
ている神戸ウィングスタジアム（以下、ノエビアスタ
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ジアム神戸）であるが、もう少しキャパシティーの小
さなサッカー専用スタジアム建設も将来の構想のひと
つである。
　今シーズンも6月現在、平均2,000人以上の観客動員
数であるが、34,000人収容のノエビアスタジアム神戸
より約10,000人収容のスタジアムのほうが、試合の盛
り上がりも高まり、1試合当たりの施設使用料や人件費
等も大幅に下がりトータルした運営費用も削減される。
　以上のことから、INACの第二次黄金期に向けて道の
りは「チームマネジメント」においても、「クラブマネ
ジメント」においても、まだまだこれからである。
　今回は、クラブを立ち上げ常にマネジメントの先頭
で陣頭指揮を取ってこられたである文会長のインタ
ビューを中心に、永年、日本女子サッカー界に関わっ
てこられた鈴木氏のアンケートとあわせてINACのク
ラブマネジメントについて検証したが、今後はさらに
「コーチングスタッフ」「マネジメントスタッフ」「選手」
「スポンサー」「ファン・サポーター」などにもインタ
ビュー調査ならびにアンケート調査を行い、現状の課
題および今後、将来に向けてのさらなる展望を検証し
ていきたい。
　また、文会長のバイタリティー溢れる行動力や決断
力が現在のINACのベースになっていることを改めて痛
感した。
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